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ふれあいだより

ふれあい共生会では、地域の祭りの開催や地域に高齢者認知症グループ
ホーム、障がい者ショートステイなどを開設。また地域交流スペース等を
運営し地域福祉の向上に取り組む活動を行っています。これらの活動資金
として皆様からのご寄付を受け付けております

【ご寄付の問い合わせ】ふれあい共生会 法人本部 担当：佐藤
TEL 06-6699-1900

ふれあい共生会寄付のお願い

６月１８日 みんなのまるしぇ
６月２０日 ジェニーカフェ

毎月最終木曜日 古民家café

※予定を変更する事があります。ご了承ください。

ふれあい共生会で働く職員に「仕事に対する思い」「リフレッシュ方法」などをインタビューし紹介する
コーナーです。一回目はもくれん施設長 羽室 剛 氏にインタビューしました。

Q：お仕事がお忙しい毎日だと思いますが、リフレッシュの
ためにされていることはありますか？
私にとっての最大のリフレッシュは、「美味しいものを食べ
る旅」ですね。法人の垣根を超えた仲間たちと、定期的に旅
行へ出かけています。
直近では2月に新潟へ行ってきました。お目当ては、友人が
現地の居酒屋に「キープ」しているというポン酢（笑）。
お酒ではなくポン酢をキープしているんです。そこで新潟名
物の「タレかつ」をいただいたり、駅にある100種類以上の
日本酒を飲み比べできるお店を楽しんだりしました。いろい
ろなところに出かけますが、結局最後は美味しいものを食べ
て飲んで帰ってくるのが私のスタイルですね。

Q：お仕事についても伺いたいと思います。このお仕事を25年続けてこられた中で、大切に
されている思いはありますか？
 キャリアをスタートしてから約23年になりますが、「精神障がい」の支援に対する思いは、
入職した当初から今も変わりません。キャリアを重ねて立ち位置が変わり、現在は自分が
発言したり、組織を引っ張ったりする場面も増えました。自分のやりたいことや信念を、
置かれた環境に合わせて形を変えながら実現したり、新しい発見もしていける。そこにや
りがいや楽しみを感じているからこそ、今日まで続けてこれたのだと思います。

イベント情報

ピックアップひと職員紹介

理事長新年度のご挨拶
ふれあい運動会報告
部署紹介特別養護老人ホーム花嵐
放課後等デイサービスジェニー２

ピックアップひと（職員紹介））



ふれあい運動会 やたなか小中一貫校体育館

新年度のご挨拶 社会福祉法人ふれあい共生会  理事長 川嶋 初音 部署紹介 特別養護老人ホーム花嵐

特養花嵐では、月１回ボランティア（エーデルワイスさん）
に来ていただき、音楽レクリエーションを行っています。
童謡や懐かしい歌を体を動かしながら歌っています。

月に一度外出企画を行っており、近くにあるスーパーや
ドラッグストアに出かけ、欲しいものを選んで買い物して
いただいたり、長居公園の植物園に花を見に行ったりも
しています。今年は松原にあるセブンパークにも行きまし
た。

フロアでは食事企画として綿菓子を作ったり、年末には
餅つきをした後おしるこを食べていただいたりと食事でも
楽しんでいただけるよう様々な企画をさせていただいて
います。 （特養2階）

部署紹介 放課後等デイサービス ジェニー２（too）

いつもお世話になっております。放課後等デイサービスもくれんジェ

ニー(too)です。

ジェニー２（too）では、普段ご家庭ではできない体験を、長期休みを活

用して提供させていただいています。カフェや、子どもマルシェ等の子

どもたちが中心となって、地域の方と交流する活動の他にも、２０２６年

４月には、もくれんジェニーと一緒に、大阪府立少年自然の家に一泊

活動イベントも開催いたしました。自然の中で、ハイキングや野外炊飯

を楽しみました。 （ジェニー２ 飛瀬）

２０２６年度のスタートにあたり、一言ご挨拶申し上げます。
日頃より、当法人の事業運営に格別のご理解とご支援を賜り、心より御礼申
し上げます。地域の皆さまをはじめ、利用者ご本人とご家族、関係機関の皆さ
ま、そして日々現場を支えてくださっている職員一人ひとりのお力添えにより、
私たちは今年度も新たな歩みを進めることができます。
私たちを取り巻く環境は、少子高齢化の進行や人材不足、地域課題の複雑化
など、年々大きく変化しています。その中であっても、当法人は「輝け 人間の
尊厳 示そう 人の世に熱と光」の法人理念を大切にし、一人一人の尊厳を守
りながら、安心して暮らせる地域づくりに貢献することを使命としております。
２０２６年度の目標は、
① 安心安全な施設運営
② 質の高いサービス提供
③ 利用者の方々の笑顔と楽しみの追求
④ 地域との連携強化
⑤ 職員の資質向上
⑥ 初心や基本に立ち返る
（理念にそって行動するということ）
以上のことを柱として取り組んでまいります。
また、感染症など、予測の難しい事態への備えを強化し、
利用者の生命と生活を守る体制づくりに引き続き力を入れて参ります。
本年度も、役職員一同、初心を忘れず誠実に事業運営にあたる所存です。変わらぬご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げるとともに、皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、
新年度のご挨拶といたします。

２０２６年４月１日

ℚ 当日は何名くらいのかたが参加されましたか？

ふれあい共生会の児童、障がいのある方や特養
や高齢デイなどの高齢者のご利用者さん、地域に
お住いの方々や事業所の方、スタッフ、ボランティ
アさん総勢２００名が集まり盛大に開催されました。

ℚ どのような競技がありましたか？

風船送りゲーム、○×クイズ、借り人競争、人間
ボーリング、障害物リレーをしました。

ℚ 印象に残っている競技は何ですか？

いろいろな競技がありましたが、そのなかでも障害
物リレーで、ご利用者さんのパン食いや飴食いの
ときの表情、パフォーマンスが素敵でとても印象に
残っています。

ℚ ふれあい運動会をとおして感想をお願いします。

普段接する機会の少ない他部署のスタッフと一
緒に企画することで、他部署のことを知ることが出
来て良かったです。年齢に関係なく、多くの方に参
加いただき楽しい時間をすごせてよかったです。

２０２６年２月２８日に地域のやたなか小中一貫校体育館をお借りし、ふれあい運動会が開催されま
した。運動会実行委員の舟橋さん（もくれんホオノキ職員）にインタビューしました。
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